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２０２０年度は、コロナ感染拡大に伴い、各作業種の売上高は大きく減少しました。また、後半は、半導体不足の影響も加わり 

ホンダ車部品の作業量は過去最低水準となりました。 

障害者ご本人（利用者）への支払工賃も減額を余儀なくされました。 

 

【補足】 

    私達は、環境変化に対応すべくホンダ車部品事業を中核に据えつつ、作業種の多角化に取り組んでいます。２０２０年度決算

における、進和学園の作業会計（売上高・支払工賃等）の実績は、上表の通りです。コロナ禍による需要の喪失は著しく、各作業種

共に苦戦を強いられました。世界的な半導体不足による生産調整の影響も受け、自動車部品の仕事量は大きく減少しました。 

 多角化の成果も徐々に挙がり、売上高に占めるホンダ車部品の割合は相対的に低下し３１％となっています。一方、障害者ご本

人（利用者）への支払工賃については、その５０％は未だにホンダ車部品に依存しています。更に、ホンダ車部品における配置職

員１８名中、過半の１１名分の人件費は、ホンダ車部品の作業会計から賄われています。その結果、公的資金（自立支援給付費）

に基づき配置する職員の人件費は、他の作業種に手厚く割り当てることを可能としています。障害者（利用者）への工賃支給のみ

ならず、職員の人件費までを一定支えるホンダ車部品事業への依存度は、依然としてかなり高いというのが実情です。 

 多角化の推進に際しては、利用者数、売上高、支払工賃（総額／一人当たり平均）、工賃還元率（売上高に対する工賃の割合）、

職員人件費、その他経費、粗利益（率）等を総合的に分析し、全体を俯瞰する中で評価することが重要となります。   

 

以上 

作業種 利用者数 職員数 （上：公的資金） 

     （下：作業会計）    

年間売上高 

    （万円） 

年間支払工賃 

（万円） 

１人当たり 

月額工賃（円） 

工賃還元率 

（％） 

ホンダ車部品組立 ７６ 

（▲10人） 

１８  （ ７） 

       （１１） 

８，２９９ 

（▲20.5％） 

４，５７９ 

（▲15.1％） 

５０，２０８ 

（▲3.9％） 

５５．２ 

給食     ５ 

（－） 

１３  （ ７） 

       （ ６） 

４，９５３ 

（＋12.5％） 

１８１ 

（▲55.1％） 

３０，１３３ 

（▲55.1％） 

３．７ 

食品加工 １７ 

（▲1人） 

    ９  （ ７） 

       （ ２） 

４，２５０ 

（▲3.5％） 

１，３２５ 

（▲7.7％） 

６４，９４１ 

（▲2.3％） 

３１．２ 

製パン・菓子 ２１ 

（－） 

    ８  （ ７） 

       （ １） 

３，３２８ 

（▲14.0％） 

４５２ 

（▲15.0％） 

２０，９１７ 

（▲0.9％） 

１３．６ 

いのちの森づくり  ７ 

（＋1人） 

    ４  （ ２） 

       （ ２） 

２，１４３ 

（▲7.4％） 

５５７ 

（▲2.8％） 

（他施設含む８５３） 

６６，３４５ 

（▲16.7％） 

２６．０ 

 

（３９．８） 

しまむらストアー 

（施設外就労） 

    ８ 

（▲1人） 

    ２  （ ２） 

       （ ０） 

６９９ 

（＋1.9％） 

４９６ 

（▲9.8％） 

５１，６９８ 

（＋1.5％） 

７１．０ 

マルチ・タスク 

（清掃・その他） 

    ３ 

（▲1人） 

    １  （ １） 

       （ ０） 

    ６７８ 

（▲15.7％） 

２１０ 

（＋4.5％） 

５８，３３３ 

（＋39.6％） 

 ３１．０ 

ともしびショップ 

（湘南リトルツリー） 

 ０ 

（－） 

    ２  （ ２） 

       （ ０） 

５１８ 

（▲28.2％） 

  ０ ０    ― 

クリーニング  ７ 

（＋2人） 

    ２   （ ２） 

          （ ０） 

    ４９８ 

（▲1.4％） 

     １３５ 

（＋3.8％） 

１６，０９５ 

（▲25.5％） 

２７．１ 

総合計 

（他の作業種を含む） 

３５７ 

（▲25人） 

  １１７  （９５） 

（２２）  

２６，９８２ 

（▲9.8％） 

９，２２０ 

（▲13.6％） 

２１，５２２ 

（▲7.5％） 

 ３４．３ 


